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はじめに

子どもが生涯にわたる健康づくりを実践するために、学齢期は重要な時期である。また、家族や
地域の健康を増進する機会としても重要である。さらに近年の社会情勢からは、安心して学校生活
を送ることができるように安全を確保する必要性が高い時期でもある。そのため、学齢期の子ども
を対象とする「学校保健」が果たす役割は年々増すとともに、期待と責任も大きくなっている。実
際に「学校保健」を担っている養護教諭や保健体育教師にとって、大変なことと思われる。
「学校保健」であつかう健康問題自体も、年々複雑化し、教師一人では解決できないことも多い。
したがって、解決には多くの専門職種が連携しなければならない。専門職がそれぞれの立場や役割
を理解し、最大の効果を生むために、自分の状況を他の職種に説明できることも求められている。
「学校保健」がおかれたこのような環境の中で、石井良昌先生から現場の教師にとって具体的な
参考書となる本を作りたいという話があった。岡田眞江先生も交えて意見交換し、実践経験を次へ
の学びに役立たせることを目指して本書を編集しようということになった。教師として、専門職と
して、さまざまな立場で「学校保健」にかかわっている人の役に立ちたいという思いからである。
新卒教員は、着任時から多くのことを求められる。筆者自身は養成大学の教員として、卒業生が
十分な活動ができるよう、在学中に支援を行っている。しかしながら、現場でその能力を在学中に
完全に身につけることは難しい。卒業生が、諸先輩方の力を借りながら精一杯力を発揮しているこ
とを聞くにつけ、何らかの形で助けられないかと考えていた。本書は、その一つになるかもしれな
いと思うと、とてもありがたかった。
本書で取り上げていることは、現場の「学校保健」で、頻度の高い、重要なテーマと考えられる。
執筆者それぞれの「学校保健」における経験に基づく思いが各章に詰まっている。生涯にわたる健
康づくりの基盤となる、学齢期に関わる責任と幸せを執筆者と共感していただき、職務の中で役立
てていただけることを願っている。

2013年 7月
川崎　裕美
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学校保健に携わる方々へ

私は、養護教諭、指導主事を経て、現在は管理職として様々な立場・視点から学校保健に携わっ
ている。その中で、改めて学校保健は「児童生徒の生命を育て、守り、輝かせる重要な教育活動」
であるということを感じている。しかし、実際には、児童・生徒を取り巻く状況は、生活習慣の乱
れ、ストレスによる心身の不調、アレルギー疾患、虐待・いじめ、不登校、性の問題行動や薬物乱
用、感染症などと様々な問題が生起しており、取り組まなければならない課題は山積みとなってい
る。このような問題に対して、各学校では、何から、どのように、どう取り組むか、緊急度・重要
度の判断をしながら、人的・物的・財源的・情報等の資源や教職員の資質能力を考慮しながら推進
されていると思う。
また、以前より養護教諭の初任者研修を行ってきたが、学生時代に学んだ事と実際の現状との違
いに戸惑い、悩んでいる方々に出会うことが多々あった。そのため、学校保健にこれから携わろう
としている養成課程の学生から、すでに携われている現職教諭の方々のいずれの段階においても参
考になる書籍があればという思いを持っていた。偶然にも、大学で養護教諭の養成に携われている
川崎裕美先生、ならびにその当時、保健体育科教諭の養成に携われていた石井良昌先生と、学校で
勤務されている養護教諭や保健体育科教諭には「実践について参考になる取組み」、これから教員
をめざす学生たちには「学校保健の理解を深めるための具体的な取組み」を分かりやすいく伝えた
いという思いを共有することができ、本書つくるきっかけとなった。両氏とともに、学校保健につ
いて改めて考える機会をいただいたことに大変感謝する。
本書は「学校保健に携わる方々の役に立てるように」との各執筆者の思いが詰まった一冊となっ
たのではないかと思う。読者の皆様には、ぜひ学校保健の現場での課題や問題に対する考え方を、
今後の教育活動の参考にしていただければ幸いである。

2013年 7月
岡田　眞江
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